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関連書のご案内

『社会福祉関係書誌集成―戦前戦後期』
　　近代書誌懇話会編【全5・別巻】揃価120,000円

『岩手の保健』大牟羅良生誕100周年記念 
　　北河賢三解説 【全14巻＋別冊】揃価255,000円

『満洲引揚げ文化人資料集』
　　西原和海編・解題【全4巻】揃価92,000円

『図書の選択と整理法―満洲国における彌吉光長』
　　新藤透編・解題【全1・別巻】揃価15,800円  

【全七巻・別冊】
(編集復刻版)

編・解題―新藤透（國學院大學）／ 野口武悟（専修大学）

推　　薦―岸博実（日本盲教育史研究会事務局長）

造　　本―A5判・並製・総約2,100頁
揃　　価―77,000円（配本毎・別冊のみ分売可）

資料提供―大阪府立大阪北視覚支援学校／京都府立盲学校／日本点字図書館ほか

【第一回配本】2020年8月　配本揃価21,000円　ISBN978-4-909680-99-0　

第一巻（301頁）『中央盲人福祉協会会誌』1～4号（1934年10月～〔35年11月〕）

第二巻（236頁）『中央盲人福祉協会会誌』5～7号（1936年3月～37年4月）

別冊（68頁）ISBN978-4-910363-02-8（別冊のみ分売可2,500円）

〈特別附録資料2〉『日本眼衛生協会50年の歩み』（日本眼衛生協会、1981年）

　　＊解題、推薦文

【第二回配本】2021年1月　配本揃価20,000円　ISBN978-4-910363-00-4　

第三巻（324頁）『中央盲人福祉協会会誌』8～10号（1937年9月～38年5月）

第四巻（251頁）『中央盲人福祉協会会誌』11～13号（1939年3月～40年2月）

【第三回配本】2021年7月　配本揃価36,000円　ISBN978-4-910363-01-1　

第五巻（294頁）『中央盲人福祉協会会誌』14～16号（1940年5月～41年3月）

第六巻（327頁）『中央盲人福祉協会会誌』17～20号（1941年4月～44年7月）

第七巻（約310頁）

〈特別附録資料1〉

『盲人福祉事業について』（中央盲人福祉協会、〔発行年未詳〕）

『全国盲人保護事業会議報告書（第二回）』（同上、1934年）

『全国失明防止会議報告書（第二回）』（同上、1934年）

『失明の主なる原因とその予防法』（同上、1934年）

「中央盲人福祉協会趣意書／会則／概要／役員」（同上、1936年）　　
『盲人保護協議会報告書（第五回）』（同上、1939年）

『読本器について』（同上、〔1939年か〕）

（新組）「読本器に就て」（盲人用読本器レコードより、〔1939年か〕）

『盲人文化展覧会（紀元二千六百年奉祝）』（同上、1940年）

『盲人遺績顕彰録（紀元二千六百年奉祝盲人福祉記念会）』（同上、1940年）

『我邦に於ける盲導犬』（同上、1941年）

「序にかえて」（『我邦盲導犬の進軍』同上、1944年）　　
「全国視力保存デー（京都）ポスター」
　　＊総目次細目
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近・現代の「盲人」たちがどのように生き、社会とどのように交わってきたかを
探るうえで、欠かせない第一級資料を本分野第一人者・岸博実氏の協力を得て
一挙に復刻する待望にしてはじめての試み！

近年、視覚障害をめぐる教育、職業、福祉、社会参画、文化等の「変遷」に関心は高まり、
あらためてその営為をふり返る時代に立ち至った。
｢変遷」を現在につなぎ、障害観と施策の飛躍が求められるいま、
歴史を考える上でも欠かせない戦前と戦時のあゆみを明瞭に描き出す基礎資料。 中
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推薦―岸 博実

中央盲人福祉協会機関誌
　　　　　　　　　　　 ―昭和戦前期　視覚障害者全国組織のあゆみ

点字出版物・図書館やトーキング・ブック
などの記事も掲載、視覚障害者用資料や施
設の展開・受容の過程を追うことができ、
図書館情報学の面からも貴重な文献。

【
全
七
巻
・
別
冊

】

金沢文圃閣 

本書では通覧することが非常に困難だった会の機関誌から、閲覧困難でかつ資料
所蔵さえ未確認であった戦前期から戦時下にわたる視覚障害者全国組織の活動を
つぶさに伝える小冊子・リーフレット・ポスターまでをアーカイブする。

〈おすすめ先〉

公共・大学図書館、資料館、特別支援学校、障害者
団体・施設、社会福祉史・特別支援教育史・図書館
情報学・近現代日本史研究者など

※収録内容は変更する可能性があります。



｢盲人」界を牽引していた人たちの多くの論考、視覚障害者に関する

教育や福祉などの研究、点字図書館や公共図書館の障害者サービスに関する記事など

戦前・戦時の視覚支援現場における実践・内容情報が満載にして豊富。

｢福祉」という用語の歴史、社会事業から福祉に転換してきた足どりの検証・吟味にも寄与する。

わが国、近・現代の盲人たちがどのように生き、社会とどのように
交わってきたかを探るうえで、欠かせない資料群がある。各盲学校
や施設・団体の公文書、点字等による刊行物、国・地方の行政文
書、さらに個人の体験文から口承まで、幅は広い。

近年、視覚障害をめぐる教育、職業、福祉、社会参画、文化等の
変遷に関心が高まっている。点字発行物の翻刻が進みつつある。
活字刊行物の「目次集録」は在るが、『中央盲人福祉協会会誌』の
全巻を閲覧したくとも、その所蔵先探しに苦労するとしばしば聞い
てきた。この企画を歓待する所以である。

中央盲人福祉協会の結成は1929年、会誌創刊は1934年、第二
十号は1944年、戦時下10余年の視覚障害者をめぐる数値や思潮
や運動を通観できる。

トラホームや近視の予防と治療、弱視教育の必要や盲教育義務
化の主張、盲導犬や読本器（トーキングブック）に関する新機軸、失
明軍人対策、盲人保護事業、戦時体制下の翼賛動員など、多岐に
わたる貴重な資料が蘇る。

近世盲人史に関する連載もある。ヘレン・ケラーの初回来日に関
する記録も豊富だ。戦前は「視力保存デー」と呼ばれ、次いで「眼
の愛護デー」に変わった活動もたどれる。戦後、日本眼衛生協会へ
と改称・転換した後に刊行された『50年のあゆみ』も収載される。

大きく俯瞰すれば、「福祉」という用語の歴史、社会事業から福
祉に転換してきた足どりの検証・吟味にも寄与するだろう。昭和戦
前は、何を踏まえて存立し、戦後の何をどこまで準備したのか。障
害観と施策の飛躍が求められる今こそ問い直さねばなるまい。

図書館・資料館、障害児学校・大学、障害者団体・施設、各研究
者の書架に、ぜひ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　  □

解題目次

はじめに

第一章　戦前の「盲人」のおかれた状況

第一節　近代化と「盲人」の職業的自立生活の危機

第二節　慈善に依拠する「盲人」への教育と福祉

第二章　中央盲人福祉協会の設立経緯と事業

第一節　中央盲人福祉協会の設立経緯

第二節　中央盲人福祉協会の目的と事業内容

第三節　中央盲人福祉協会のその後

第三章　『中央盲人福祉協会会誌』の特徴と点字図書・点字図書館関係記事

第一節　点字図書関係記事

第二節　トーキング・ブック関係記事

第三節　点字図書館関係記事

おわりに

社
会
事
業
か
ら
福
祉
へ―

転
換
の
手
ざ
わ
り―

岸 

博
実︵
き
し 

ひ
ろ
み
／
日
本
盲
教
育
史
研
究
会
事
務
局
長
︶ 

本資料群が果たした歴史的役割、

今日の社会福祉研究・図書館学における

意義を提案する解題を収録。

我が国の点字図書館事業　斎藤百合（櫻雲会主事）
盲人保護法案提出の経過　木村柳太郎（東洋点字新聞主筆）
奈良県盲人開眼診療実施に就て　多田儀一
点字出版事業に就て　中村京太郎（点字大阪毎日主筆）
盲教育の現状と其の改善策　田崎仁
失明軍人の保護と再教育　森清克（大分県立盲唖学校長）
大陸より日本の盲界を顧る　大村善永（元横浜訓盲院教諭）
盲人文化展覧会の記　
盲導犬日誌　平田宗行
国民優生法と先天性眼疾　高野六郎（日本医療団理事／中央盲人福祉協会理事）
点字大阪毎日を通じて見たる盲人社会事象　鳥居篤治郎（京都府立盲学校教諭）
戦時体制と盲教育制度　室井庄四郎（神戸市立盲学校長）
盲人の聖業翼賛に就いて　森清克（大分県立盲学校長）
聖戦完遂と盲児童の訓育　樋口謹一（前大阪府立盲学校長）
失明傷痍軍人更生の記録
再起を誓ひ盲学校に学ぶ　伊藤勲（岐阜盲学校鍼按科在学）
死んだつもりで教壇に立つ　片山銑三（神奈川県立盲唖学校教員）
五十軒の得意先を案内する盲導犬　若松幸雄

〈我邦盲導犬の進軍〉
　まえがき
　フロードと共に　若杉幸男
　軍用犬係の兵隊さん　安部米吉
　よき戦友　小椋広衛
　盲導犬に関する所見　桝田宇三郎
　訓練中の感想　平田宗行
　中央盲人福祉協会会誌自第11号至第20号総目次
中央盲人福祉協会昭和19年度歳入歳出予算

総目次（抄）

二十世紀前半 視覚障害者略年表

1905年　内務省が全国盲人調査を行う

1907年　第一回全国盲唖学校教員大会、東京で開催

1909年　朝鮮の京城に横浜盲人学校京城分教場開設

1910年　東京盲唖学校が東京聾学校と東京盲学校に分離

1912年　朝鮮総督府が特殊教育の関連法規「済生院官制」を制定・公布。翌年、済生院盲唖部設置

1916年　石原忍が石原式色覚検査表を徴兵検査用に開発

1920年　新潟県盲人協会が柏崎市に点字巡回文庫を開設

1922年　東本願寺布教師和田祐意が中心となり、失明防止を主目的とした「仏眼協会」発足

1924年　横浜訓盲院が初等部予科を設置（日本の盲学校における幼児教育の先駆）

1926年　朴斗星が6点式のハングル点字を考案

1929年　中央盲人福祉協会結成、盲人福祉・保護、失明防止運動を行う

　　　　山形県酒田町の光丘文庫に点字読書会を創設

1930年　越岡ふみが西宮市で盲女性の自立更生を目的に関西盲婦人ホームを開設

1931年　中央盲人福祉協会主催で第一回全国盲人保護ならびに失明防止事業会議開催

1933年　第二七回全国図書館大会で「点字図書及び盲人閲覧者の取扱」議題討議

1935年　岩橋武夫が大阪でライトハウス開設。点字出版、点字書貸出、盲人家庭への訪問指導など

1937年　ヘレン・ケラー初来日。内地・朝鮮・満洲で100回近い講演

1939年　厚生省外局として「軍事保護院」、

　　　　失明軍人寮と失明軍人教育所が開設

1940年　奈良県橿原市で紀元二千六百年奉祝全日本盲人大会が開催

　　　　本間一夫が東京・雑司ヶ谷に日本盲人図書館を設立

1941年　大村善永が、満洲・奉天に男盲児教育施設・啓明学園を開設。

　　　　視覚障害者が聴力で爆撃機襲来探知の「防空監視哨員」として、

　　　　全国初、石川県七尾市で任務に

1943年　大阪・「失明軍人会館」で戦傷失明者十数人が、

　　　　プレス作業の訓練を始める

　　　　宮崎県延岡市で盲僧五十余人が敵撃滅祈願祭を行う

1948年　日本盲人会連合結成

　　　　ヘレン・ケラー再度来日。広島・長崎ほか十五都市を訪問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※小原二三夫編「盲人文化史年表」より

●推薦文

近世盲人史に関する連載、
ヘレン・ケラーの初回来日に関する記録

…
…


